
73 

視認度の高いスライドについての考察
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概要

見やすいスライドの要因の 1つと考えられる背景の色相と明るさについて検討した．サンプルスライドとして，

背景の色相・明度，文字色の異なるものを44枚用意し，「見やすさ」および「疲れにくさ」の 2点について学生

に評価させた．

背景色と文字色の輝度差が，絶対値の143以上あるスライドに対しては，見やすいと評価する学生が見にくい

と評価する学生よりも多かった．また，見やすいと評価されたスライドの中にも，色相によっては疲れやすいと

評価されるスライドがあった．特に，背景色の輝度の低いスライドに関しては，赤系統を中心とする暖色よりも，

寒色や無彩色の方が疲れにくいと評価した学生が多かった．

1.はじめに

医学 • 生物学などの学会発表だけでなく ， 教

育用の資料作成あるいは患者への啓蒙など，プ

レゼンテーションは必須のものとなっている．

また，ビジネスの世界においても，「ビジネスに

成功したいと思うなら，プレゼンテーションに

成功しなければならない．」！）とまでいわれるほど，

情報の伝達，報告，説得など，あらゆる場面で

プレゼンテーションの中身の重要性が問われて

いる．プレゼンテーションは，まず相手に自分

の主張するところを理解してもらうことから始

まる．その際，人間の五感の中で最も情報吸収

能力が高いのは視覚であるので代プレゼンテー

ションを行う側としては，ビジュアルメディア

を有効に使うことで相手に興味をわかせたり ，

相手の理解を助けたりしながら，プレゼンテー

ションの目的へと相手を導くことができる．

（平成10年 9月17日受理）
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最近では，それらのスライド作成にパソコン

のプレゼンテーションソフトを用いて行われる

ことが多くなった．よく用いられるアプリケー

ションとしては，Aldus社の「Persuasion」,

Microsoft社の 「PowerPoint」,Lotus 社の

「Freelance」などがある．これらは，見栄えの

するテンプレートを数多く備えており ，普及す

るにしたかって，特別専門的な知識がなくても，

誰でも簡単にスライド作成ができるようになっ

た．しかし，それだけに，会場の広さや明るさ，

生理学的な視覚特性等を考慮しないで作成され

たと思われる，視認度の低いスライドをよく見

かけることがある．プレゼンテーションが日常

的なものとなっている現在，誰にでも見やすい

スライドを作成することは重要であるが，プレ

ゼンテーションソフトを用いたスライド作成の

ための解説書は数多く 出版されていても，視認

度の高いスライドに関する研究は数少ない3,4)の

が現状である．

見やすいスラ イ ドの条件 としては，文字の大

きさ ・字体・ 色，背景の色 ・明るさ，背景色と

文字色の組み合わせなど，様々な要因がある．

また， PowerPoint97のテンプレートでは，テ
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クスチャや 2色のグラデーションなども使え，

背景の色に関しても単純に色の三属性 （色相 ・

彩度・明度）だけで考えられなくなっている．

さらに， スライドの場合は，輝度も重要なファ

クタとなってくる．

そこで，本稿では， 基本的な事項の 1つであ

る背景の色相と明るさに問題点を絞り，プレゼ

ンテーションソフトの PowerPointを用いて，

薄明かりの会場における視認度の高いスライド

について実験的に検討した結果を報告する．

2.方法

1)使用機器

スライ ド作成用アプリケーションは，学生が

実習に使用している MicrosoftPower Point 4. 0 

for Macとし， PowerBook 5300c (MacOS 8.1) 

上で作成した．映写については，最近ではパソ

コンを直接液晶プロジェクタに接続してスライ

ドを映写するという方法を用いる学会が増加傾

向にあるため， PowerBook 5300cを使い，直接

SHARP液晶プロジェクタ XV-E550（解像度 ・

640 X 480ドット ，輝度 ：650ANSIルーメン）

に投影する方法を用いた．液晶プロジェクタの

設定は，標準設定で映写すると光源が明るすぎ

て，明度80％のスライドはすべて色相を認識し

難かったため，PowerBookの液晶画面と比較

しながら，明るさを <-8 >とした．その他の

設定は標準とした．標準設定のカラーバランス

は， 青緑系の色はやや黄味が強く，紫系の色は

やや赤味が強かったが，数種類の色相を映写し

て調整した結果，最も偏りが少ないと思われた

ため標準設定のまま映写した．なお，作成から

映写まで一貰してノートパソコンを用いたのは，

ノート パソコンの液晶ディスプレイが，プラウ

ン管のディスプレイより液晶プロジェクタの発

色に近いため，スライド作成の際，出来上がり

をイメージしやすいからである．

2)実験に使用したスライド

Mac0S8.lがインストールされた Macintosh

（以下 Mac)上で PowerPoint 4. 0を用いて色

を作成する場合，カラーパレッ トの「色の作成」

で行う ．その際，CMYK, HLS, HSV, RGB 

など 8つの様式で設定することが可能だが，今

回は色相(hue)，明度(lightness)，彩度(satura-

tion)で色の設定を行う HLSモー ド （図1)

をもとに，スライドの背景色を設定した．基本

的には色相を 6種類(0',60', 120', 180', 240', 

300゚），明度を 4種類(20%, 40 %, 60 %, 80 %) 

を選び，それに無彩色の明度 0% （黒），20%,

40%, 60%, 80%, 100%（白）の ものを加えた．

彩度はすべてのスライドで100%とした．また，

文字は Osakaフォントを用い，漢字・カタカナ・

ひらがな・アルファベッ ト混じりを考え，タイ

トルを「PowerPointで作るスライド」，サブタ

イトルを 「医療秘書科」とした．文字色につい

ては，背景が明度20％の場合は白文字のみ，明

度40％と60％は白文字と黒文字の 2枚すつ，明

度80％は黒文字のみとし，図2のようなスライ

ドを合計44枚作成した．

3)被験者

医療秘書科 1年生95名（欠席者 4名を除く）

4)手順

被験者には，色と明るさに関するスライド44

枚を映写時間各3秒間で一通り見せた．その後，

それぞれのスライドについて「文字の見やすさ」

を基準にして，「見やすいを 5'わりと見やすい

を4'どちらとも 言えないを 3' やや見にくい

を2' 見にくいを 1」と して評価用紙 （図3)

に〇を付けるよう求めた．その後，映写順序を

変えて，各10秒ずつ映写した．次のスライドま

では 5秒間暗くした．

次に，「目の疲れ」という基準で，「目が疲れ

ないを 5' あまり疲れないを 4'どちらとも言

えないを 3'やや疲れるを 2'疲れるを 1」と

して評価用紙 （因4)に0を付けるよう求め，

合せて，そのスライドの色と明るさが好きな場

合は〇，鎌いな場合は X, どちらでもない場合

は記入の必要がないことを説明の上，もう一度

44枚のスライドを映写した．

5)会 場

当短大223号教室の暗幕を閉め，後部の出入り

ロを開け，評価用紙に記入できる程度の自然光

を取り入れた．また，評価用紙は無記名とした

が，座席番号のみ記入させた．

3.結果

集計の方法は，それぞれのスライドに対してく

評価点 X人数＞とした点数化で表した．例えば，
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図2 実験に使用したスライド
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No20のスライドについて，評価 5は10人， 4は

36人， 3は30人， 2は18人， 1は2人であるの

で，（ 5Xl0+ 4 X36+ 3 X30+ 2 Xl8+ 1 X 

2 =322点）として 1枚のスライドの点数を算出

した．この点数を単純に色相別に合計してみる

と，見やすさにおいても疲れにくさにおいても

180゚から240゚ の合計値が高かった．

しかし，同じ明度でも黄色は明る＜感じ，赤

や青は暗く感じる5)と言われており，スライドの

色について考えるときは，この点を考慮しなけ

ればならない．つまり ，HLS表示の明度を一定

にしても色相によって視覚感度に差が出てしま

ぅ．そこで，実験に用いたそれぞれの色を，輝

度と色相による YUV形式に変換してみた．変

換に際しては，画像処理の分野で頻繁に用いら

れ，画像を解析する際に RGBデータを YUV

データに変換する式として，一般によく知られ

ている変換式（式 1)を用いた．赤 (red)，緑

課査用紙 B-1 座席No.( ) 

見やすい 1見雰、；り盆!I見各悶、
4 

図 3 評価用紙 1（見やすさ）
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(green)，青 (blue)の RGB形式ではディス

プレイ上の 1画素あたりの色を，R,G, Bが

それぞれ 0-255までの256階調の値を持つこと

により表現しているが，式 1を用いてこの RGB

形式で表現されている各画素の値を線型変換す

ることにより ，光の明るさの度合いを表す輝度

(Y) と2つの色相 (UV)に分解することかで

きる．そのため， まず HLS表示によるデータ

をRGBデータに変換する必要があるが，Mac

のカラーパレットの RGBモードではR, G, 

Bがそれぞれ0~100％の間の数値で表されてい

る．そこでまず MacのカラーパレットでHLS

表示から RGB表示（図 5)の数値に変換した

後，0～255の数値に再び変換し，さらに式 lを

用いて YUVの値を求めた．また，見やすさ ・

疲れにくさには背景色と文字色との輝度差も関

係があると思われたので，背景色の輝度から文

字色の輝度をマイナスして輝度の差を求めた．

これによれば，文字色が白（輝度255)は輝度差

がマイナスに，文字色が黒（輝度 0) は輝度差

がプラスになる．

見やすさの評価において，そのスライドを「見

やすい」と感じた学生は評価 5または 4を付け

ており，「見にくい」と感じた学生は評価2また

は1を付けた．そこで，全体的にみてどちらの

評価が多いか，評価が分かれる位置を背景色と

文字色の輝度差の中に求めると，文字色が白で

は輝度差の絶対値135から143の間の辺りであり，

文字色が黒では輝度差の絶対値112から120の辺

りであった．次に，これをもとに，背景色と文

字色との輝度差を図 6に表した．グラフ内の点

線は，「見やすさ」の評価が分かれる輝度差の境

界と考えられる．この線より輝度差の絶対値が

大きいスライ ドは，見やすさの評価の合計点が

300点以上になった．また，点線より内側（背景

と文字の輝度差の絶対値か小さい）のスライド

に関しては，輝度差の絶対値か大きくなるにつ

れて見やすくなる傾向が理解できるが，点線よ

り外側（背景と文字の輝度差の絶対値が大きい）

のスライドに関しては，「見やすさ」については

輝度差はあまり考慮しなくて良いと思われる．

そこで，点線より外側のスライドについて，疲

れにくさという点から図 7を作成した．これを

見ると，文字色が白のスライドでは，背景色が
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色相 0゚ （赤）および300゚ （赤紫）に関しては，

背景色と文字色の間に輝度差があっても，疲れ

に〈いという点ではそれほど評価が高〈ない．

また，文字色か黒のスライドでは，背景色が色

相60゚ （黄）および120゚ （緑） に関しては，背景

色と文字色の間に輝度差かあ っても，評価が高

〈ない傾向がうかがえる．

次に，見やすくて疲れに〈いと感じるスライ

ドについてみることにする．半数以上の学生か

見やすさにおいても疲れにくさにおいても評価

5または 4を付けたスライドは， 表 1のとおり

である．中でもNo.5およびNo.13のスライドに関し

ては，約80％の学生が見やすさにおいても疲れ

にくさにおいても評価 5または 4を付けた．さ

らにNo」3のスライドに関しては， 67.4％の学生

が好きと回答しており ，今回映写したスライド

の中では，最も評価点の合計が高かった．なお，

今回の調査では見やすさ，疲れに〈さに関して

は座席による差は見られなかった．

4.考察

今回は，PowerPointのカラーチャートの HLS

表示で色を表したが，この数値自体絶対的なも

のではない．なぜなら，その数値によって表示

された色を見るとき，モニタの種類によっても

違いが出る．さらに，それを直接プロジェクタ

に接続した場合は，プロジェクタによ っても違

いが出る．実際，この調査後に購入された他メ

ーカーの液晶プロジェクタでは，前述したシャ

ープの 「青緑系の色はやや黄味が強く ，紫系の

色はやや赤味が強かった」点が特別意識されな

かった．また，フィルムレコーダで撮影する場

合は，レコーダや使用するリバーサルフィルム

によ っても違いが出る．特に，スライドに映写

する場合は，輝度特性を考慮しなければならな

い．「スライドの読みやすさという点では，明度

差が最も大きく影響する」6)という表現をスライ

ド作成の解説書でよ〈見かけるが，この場合「明

度差」 は 「輝度差」 に置き換えた方が，より正

確であると思われる．ここに，彩度100%，明度

50％を固定して，色相による輝度の違いを図 8

に表した．これを見ると，同 じ明度50%といっ

ても色相240゚では輝度が28,色相60゚では輝度か

227と大きく違ってくる．

見やすいスライドの色を，正確な数値で表す

ことは困難であるが，上記の結果から，背景色

と文字色の輝度差が最低でも絶対値の143程度，

できれば150は必要であると考えられる．また，

疲れにくさに関しては，背景色の輝度が低い場

合は色相0°や300゚などの暖色は避けた方がよい

と思われる．一般に，黄色よ り長波長側 （暖色

系）の色は短波長側（寒色系）より疲労の度合

いが大きい．特に高彩度の鮮やかな赤は目に対

する刺激が強く，疲れやすいと 言われている在

なお，文字色が黒のスライドでは，暖色の背景

色も見やすく疲れにくいと評価されたスライド

表1 半数の学生が「見やすく疲れにくい」と評価したスライド

背梨 細度 差 評 価 （人） 好き 媒い
スライドNu 文字色 （絶対値） （人） （人）色相明度輝度 色 5 or 4 • 2 or 1 • • 

5 99．9 ．． 100 255 白 黒 255 75 1 43 3 

6 300 80 195 赤紫 黒 195 66 

゜
44 1 

7 180 20 71 百緑 白 184 58 1 25 16 

， 999 40 102 灰 白 153 53 2 14 20 

13 240 60 73 脊 白 182 75 

゜
64 3 

15 999 

゜゚
黒 白 255 63 

゜
30 14 

32 999 60 153 灰 黒 153 50 

゜
20 12 

33 240 20 11 冑 白 244 68 1 55 6 

35 180 80 224 脊緑 黒 224 47 3 27 10 

42 999 60 204 灰 黒 204 55 1 22 15 

* 「見やすさ」と「疲れにくさ」に関して，どちらにも 5または 4の評価を付けた人数

..「見やすさ」と「疲れに〈さ」に関して．どちらにも 2または 1の評価を付けた人数
*＊＊色相999は無彩色を表した
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の中に含まれていた．これらは輝度が高いため，

映写した時に色が薄く感じられ，輝度が低いも

のよりも目に対する刺激が少ないからではない

かと考えられる．また，見やす く疲れにくい と

感じるスライドの中には無彩色が多く含まれて

いたが，純色（高彩度）は目に対する刺激が強

いと言われており ，今回映写したスライドに関

しては彩度を100％としたため，刺激の弱い無彩

色の評価が高かったことが予想される．よって，

彩度を下げれば暖色であっても刺激が弱ま り，

見やすく疲れにくくなることが十分考えられる．

なお，薄暗い部屋で映写されるスライドに関

しては，一般的には暗い背景に 白文字のスラ イ

ドの方が明るい背景に黒文字のスラ イドよりも

疲れにくいと言われているが列今回の調査では

明確な差か見られなかった．これは，映写時間

が短かったことも要因の一つと考えられる．色

の可読性について考える場合，図が簡単な場合

はより太く見えることが要求され，そのために

は光滲現象の生じやすい白が最適で，地は収縮

現象を生じやすい明度の低い黒 • 青 ・ 緑 ・ 紫な

どの色がよい と言われている 9）．一般的にスライ

ドには多くの文字を詰め込ま ないで，シンプル

に作成されたものの方が見やすいとされている

ので上記の可読l生から考えても，暗い背景色に

白文字のスライドの方が明るい背景に黒文字

のスライドよ りも読みやすく疲れにくい と思わ

れる．

今回の実験では，背景色にだけ有彩色を使い，

文字は白または黒に固定したため，配色に関す

る問題が生じなかった．しか し， 実際，文字だ

けではなく カラーでグラフを作成する場合な ど

は，配色は大きな問題となってくる．誰にでも

見やすいスライ ドを作成するためには，色覚に

異常のある人（日本人の場合，全人口に対して，

男性約4.5%，女性約0.2%)10)も考慮して作成し

なければならないのは当然のことである．これ

らの問題については，今後の課題としたい．
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